
網を使って、那珂
川に生息する水生
生物を捕獲し、観
察しました。

青山太鼓

小松重盛太鼓

ダミー人形を
使って心肺蘇
生法の実技を
行いました

古内大杉ばやし

10 

7
30

石塚駅前通りほか

“社会を明るくする運動”街頭キャンペーン7
28

　７月の「社会を明るくする運動」強調月間にあ

わせて街頭啓発キャンペーンを実施しました。

　町保護司会や更生保護女

性会が中心となり、石塚駅

前通り、道の駅かつら、物

産センター山桜の３か所で

通行人や買い物客へ啓発品

を手渡しながら、更生保護

への理解と犯罪のない明る

い町づくりへの参加を呼び

かけました。

　介護予防サポーター研修会（町社会福祉協議会

主催）の一環として普通救急救命講習が行われ、

町内で活動しているボランティア約100人と常北
中学校の生徒２名が受講しました。

　この講習会では、（社）水戸地区救急普及協会の

指導員から、人工呼吸や止血法と、近年普及が進

んだＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法など、

実技を含め３時間の講習を受け、緊急時の対処法

を学びました。

　講習会終了後、「福祉ボランティア体験」で参加

した常北中１年の、今瀬和奈さんと武士恵里花さ

んに「いざというとき、ＡＥＤを使った救急救命を

することができますか？」と尋ねると、２人とも

自信を持って

「はい。」と元

気に答えてく

れました。

久慈川・那珂川水系一斉クリーン作戦7
15

　７月の河川愛護月間にあわせ、河川を大切にす

る心の啓発を目的として「久慈川・那珂川水系一

斉クリーン作戦」を実施しました。

　今年は、御前山、上泉、那珂西の各地区におい

て、町民約

200人が参
加し、那珂

川河川敷の

ゴミ拾いを

行いました。

　大杉ばやし保存会主催の古内夏祭りが開催され

ました。

　小学校の統合に伴い、

現在は使われていない

旧古内小学校の校庭を

利用し、大杉ばやし保

存会による「古内大杉

ばやし」の発表のほか、

小松地区の「小松重盛

太鼓」や青山地区の「青

山太鼓」などを招いてにぎやかに夏祭りが行われま

した。

　久々に明かりの

灯った古内小学校

の校庭には、勇壮

な太鼓の演奏を聴

くため、多くの人

々が訪れ、子ども

からお年寄りまで

が一つの輪に

なって盆踊り

を楽しみまし

た。

　地域の課題を調べ、自分たちができることに取

り組む「総合的な学習」の時間を活用して、桂中学

校の１年生50人が那珂川の水質と水生生物の調査
を実施しました。

　国土交通省常陸河川国道事務所職員の指導のも

と、簡易法による水質分析や透明度調査、生息す

る水生生物の調査などを行いました。

　参加した生徒からは、「川ガニや魚を採れなかっ

たのが残念」、「思っていた以上に川の水がきれい

だった」などの感

想が聞けました。

8
18

郷土の自然と環境を守ろう！

旧古内小学校

勇壮に鳴り響く太鼓の演奏

7
20

常北保健福祉センター

大切な命を守るために



優　勝　桂中学校

準優勝　常北中学校

　第39回城北地方中学新人球技大会が行われ、町内および近隣の中学校21校から約1,000人が参加しま
した。大会では軟式野球、バレーボール、卓球、ソフトテニスの４競技が行われ、選手たちは日ごろ鍛
えた力と技を競い合いました。町内中学校の大会成績（上位入賞）は次のとおりです。

第39回城北地方中学新人球技大会
常北運動公園ほか

8
1819

大津翔太郎さん（右から２番目）と水
戸農業高校馬術部の皆さん

第３位　常北中学校

第３位　桂中学校

準優勝　常北中学校

第３位　常北中学校

●卓球（男子シングル）　　　　第３位　関谷　悠陸（常北中）、鈴木健太（常北中）
●ソフトテニス（個人男子）　　第３位　朝倉・榎本ペア（常北中）

●軟式野球 ●卓球（男子の部）　　 ●ソフトテニス（男子の部）

●ソフトテニス（女子の部）
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常北保健福祉センター

認知症の家族と共に生きる8
8

　地域ケアシステム研修会（町社会福祉協議会主催）が行われ、民生委

員・児童委員とボランティア約120人が参加しました。

　研修会では、「認知症の人と家族の会」茨城県支部代表の宮本武憲氏

を講師に招き、認知症の定義や原因別による症状の違いなどについて

学びました。宮本代表はアルツハイマー型認知症と診断された妻の介

護を17年間続けており、自らの実体験をもとに介護の大変さと、認知
症の患者を介護するためには家族など周りの人の支えが必要であることを講演されました。

　参加者は、「家族の絆の大切さを感じた。」と講演の感想を話していました。

　静岡県御殿場市で行われた第46回全日本高等
学校馬術競技大会（全日本高等学校馬術連盟主
催）において、大津翔太郎さん（上圷在住、水戸
農業高校３年）が団体戦に出場しました。
　大会には、全国から36校が出場。競技は、各
校の代表選手３名が指定された馬で障害物が設
置されたコースを回り、その乗馬技術を競う方
式で行われました。
　大津さんは終始安定した乗馬技術を披露し、
見事準優勝の成績を収めました。

馬術全国大会で準優勝
静岡県御殿場市 馬術・スポーツセンター
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